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広報・公聴の弱点を補完する
「⾏政コミュニケーションの最適化」で
実現する双⽅向参加型地域経営インフラ

千曲市様の持続可能性を

株式会社ハンマーバード代表
慶應義塾⼤学SFC研究所上席所員

岩⽥崇
takashi@hammerbird.jp
東京都品川区荏原6-2-5-5F

千曲市役所御中



地域社会にヴィジョンが共有されない
⾏政-住⺠間で『信頼』が育まれない

地域社会にヴィジョンが共有される
⾏政-住⺠間で『信頼』が育まれる
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・解決すべき課題

・課題解決のための仕組み

・仕組み/サービスが必要とされる必然性

さまざまな立場の違いを超えて、地域を挙げた議論を行うコミュニケーションが存在しない→地域の自立的経営が困難

『ひとりひとりが対等な関係で参加し、データやファクトを踏まえて責任を持って意思表示し、相互参照できる』
信頼構築のコミュニケーション

SDGs、Society5.0、DX、ポストコロナウイルスへの対応など、地域を挙げた議論に基づく地域の自立と持続性の確立が急務

誰もが、いつでもどこでも社会と地域課題について知り、学び、考え、意思表示することで国民的議論、地域を挙げた議論を実現する

課題解決型コミュニケーション＝『ポリネコ! 』（複数の特許に基づく新しいデジタル民主主義コミュニケーション）

①

②

③

④

立場を超えた
意思の疎通が
困難になって
います。

地域が目指す
共通目標の確
立が、できま
せん。

テレビ、新聞の
社会への影響度
は低下しており、
回答者が問われ

ている事象の背
景を知らなくて
も回答できる
世論調査が民意

となる等、社会
課題をじっくり
考える環境その
ものがありませ

ん。

そこで、
『ポリネコ!』を
提供します。
現在の情報環境

でバラバラであ
る立場の異なる
人々が、１つの
コミュニケー

ションにメリッ
トを得つつ参加
できます。

すると、
データとファク
トに基づくお互
いの考え、意思

を知ることがで
きるようになり
ます。
この体験を重ね

ることで、地域
課題の解決や共
通目標＝ビジョ
ンの確立が、

可能になります。

課題解決型
住民参画

コミュニケーション

『ポリネコ!』の
背景①−④

分断されている私達

機能不全のメディア環境

誰もが参加できる１つの場所

相互理解が進む私達（地域社会）



実在性が担保された匿名回答（性別、年代、居住エリア、回答履歴）

⑥
意思表⽰の
俯瞰的確認

・
ダイナミック
アクティブ
マッチング

①
住⺠に

知ってほしい
データやファクト

②
データや
ファクト
への

理解度確認

④
意思表⽰を
タイプ判定
として
確認

⑤
回答者（住⺠）が
⾏政に伝えたい

意思
（賛意や提案、
疑問や不安も含む）

⑧
回答参加
俯瞰的確認を
踏まえた
アクション
・

フィードバック
（インセンティブ）
（次の回答サイクル）

③
データや
ファクトへの
⼀定の理解度
の上での
意思表⽰

回答データから
コミュニケーション改善 回答クラスター毎

への設問アプローチ

理解度により
おさらいも

⻑短を踏まえ
再考も

テキスト分析から
疑問や不安、提案などに対応

⑦
議会との連携

地域を挙げた
議論による
課題
への対応
・

ビジョンの
確⽴
共有
更新

Build

Share

Update
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⺠意（輿論）と政治
とのシンクロ確認

課題解決型住⺠参画コミュニケーション

・ 『ポリネコ!』では、記事や動画を読み、視聴しつつ（①） 、回答プロセス（②-④）で認知ギャップを最小化した上で意思表示することができます。

・他の回答者の回答も相互参照すること（⑥）ができ、国会や地方議会とのシンクロ率を確認すること（⑦）ができます。

・このプロセス（⑧）によって、データやファクトを踏まえた輿論による地域を挙げたコミュニケーションが実現できます。（特許取得済み）

・従来のニュース、広報では、記事や番組を読んだり視聴することに留まります。情報の受け手（購読者、視聴者）が社会課題の解決に参画することが

できない技術的限界を『ポリネコ!』によって克服することができるようになります。

・利用者は、政策や社会課題ごとに自分と同じ考えの政治家や回答参加者の状態を確認し、エビデンスを踏まえた上での建設的な議論、交流ができるよう

になります。

基本プロセス

＜回答サイクル＞

（付記）

小規模自治体における
プロトタイプによる展開で

機能の有効性を検証済み
マニフェスト大賞

最優秀戦略コミュニケーション賞受賞
（2016）

（誤解や先入観）
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回答された意思と回答サイクルを通じて
対話（問いかけ&回答）を繰り返す（サイクル）ことで、
強度の⾼い意思形成を実現します。

回答タイプA

回答タイプB

回答タイプC

このタイプには、
こういう
メリット、デメリット
がありますが、これらを
踏まえて、この選択を
しますか？

このタイプには、
こういう
メリット、デメリット
がありますが、これらを
踏まえて、この選択を
しますか？

このタイプには、
こういう
メリット、デメリット
がありますが、これらを
踏まえて、この選択を
しますか？

回答理由を
お聞かせください。
（選択肢+⾃由記⼊）

回答タイプB
データや
ファクトを
正しく

認識した状態で
意思表⽰

回答タイプA

回答タイプC 回答理由を
お聞かせください。
（選択肢+⾃由記⼊）

回答理由を
お聞かせください。
（選択肢+⾃由記⼊）

データや
ファクトを
正しく

認識した状態
で

メリット
デメリットを
⽐較衡量した
個々⼈の意思
（輿論）

次のサイクルの
新しい設問に反映

施策の配慮事項
として反映

『ポリネコ!』の回答サイクル

データとファクトを踏まえた意思表⽰について、メリット・デメリットを⽰すことで、
回答者は熟考を⾏います。他の回答者の回答動向も参照した上での再回答も可能です。
このプロセスを経た回答によってメリット・デメリットの⽐較衡量を経た意思表⽰が
可能となります。

・
・
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『ポリネコ!』と既存⼿法の⽐較
『ポリネコ!』は広報・公聴、アンケートなどの調査⼿法の弱点を補完し、
住⺠-⾏政間の信頼形成に対応する⾏政コミュニケーションの最適化を実現します。



①住⺠に知ってほしいデータやファクト

『ポリネコ!』の設問イメージ 【防災テーマ】
回答を通じてデータやファクトを学習し、先⼊観や誤解を最⼩化します。

正解のある設問（数問から⼗数問を提⽰） 地域の防災にに関連するデータやファクトを設問を通じて確認、学習できます。回答すると参考情報（後述）が
表⽰され、その参照の上で、再回答を⾏います。この過程で情報不⾜で意思表⽰する状態を予防します。

参加登録などを
事前に⾏います。



②データやファクトへの
理解度確認 ③データやファクトへの⼀定の理解度の上での意思表⽰ ⑤回答者が社会、⾏政

に伝えたい意思
④意思表⽰を
タイプで確認

⑥意思表⽰の俯瞰的確認 ⑦議会（政治家）との連携 ⑧回答参加俯瞰的確認を
踏まえたアクション

データ等を踏まえた同じ考えの⼈々を確認することで社会、地域への信頼が醸成されます。
『ポリネコ!』の設問イメージ 【防災テーマ】

回答状況
集計の

進捗などが
メールで
知らされ
ます。
再回答

（上書き）
が可能

正解のない設問（数問を提⽰）
データやファクトを踏まえた上での、回答者の考えを確認。
考え⽅をタイプとして可視化することで、回答をフィードバックしつつ、その集約
によって地域コミュニティとしての意思形成、合意形成を⾏います。

正誤の情報から理解度を表⽰
⼀定の理解度の上で先に進めるか
の判定の他、戻って回答する

おさらいも可能
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参考情報
ペットも⼤切な家族であり
地域の⼀員です。
避難所には、ペットも⼀緒に
避難しましょう。
でも、
ペットへのアレルギーを持つ
他の避難者の⽅々とも共存できる
ことが⼤切です。そのために→

基本ペットOK

参考情報
→⽇頃からの準備が、
必要です。環境省からは、
ガイドブックが発⾏されて
います。
ペットを⼤切にされる⽅は、
必ず、読んでください。

こちらから（リンク）

回答を通じて、知る、学び、考える

回答をすると参考情報が表⽰され、参考情報（データやファクト）を踏まえて再回答をすることができます。
このプロセスが学習となります。

『ポリネコ!』の設問と参考情報の表⽰

初⾒での回答 参考情報を踏まえた回答

実際の画⾯では設問に
重なって表⽰されます。

ー参考情報を閉じるー ☓次に進む＞＞＞
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対象者によって表記を調整して説明を提⽰することができます。
設問開発時には、教職員の⽅などの助⾔をいただきながら調整を⾏います。

『ポリネコ!』の対象者別の設問表⽰

⼀般向け（⼩学校4年以上想定） 低学年向け（⼩学校1-3年⽣を想定）



個別最適な学びと協働的な学びの実現



個別最適な学びと協働的な学びの実現



個別最適な学びと協働的な学びの実現
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Soceity5.0とGIGAスクールの関係と本施策の関わり

サイバーとフィジカルを⾼度に融合させたシステム により経済発展と社会的課題の
解決を両⽴する⼈間中⼼の社会

Society5.0時代 を⽣きる全ての⼦供たちの可能性を引き出す、
個別最適な学びと協働的な学びを実現する

出典：内閣府資料など https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/

出典：内閣官房資料など GIGAスクール構想など教育のデジタル化の推進に向けた政府全体の取組について

本事業における『ポリネコ!』

Society5.0とは

GIGAスクールの目的

デジタルツイン、メタバースとユニバース等
表現は増えていますが、地域経営、地方創生に関わる
コミュニケーションシステムはまだありません。
本事業は初の事例となります。

個別最適な学びのためには、ひとりひとりの学びの認識、方向性が本人から示され、周囲と共有されること
協働的な学びには、お互いの学びの方向性を示し合うこと
が必要ですが、そのためのコミュニケーションシステムはまだありません。
本事業は、この課題を克服する初の事例となります。

Soceity5.0未来技術

Society5.0とGIGAスクールは、
下図のように繋がっています。

https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/210701_01_doc01.pdf
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サイバーとフィジカルを⾼度に融合させたシステム

従来からの
政策形成および
社会課題対応
プロセス

オンライン上で
のデータや
ファクトに

基づく意思形成

サイバー フィジカル

デジタルツイン として機能する
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『ポリネコ!』で可能になること

・主権者教育への対応

・デジタルシチズンシップへの対応

・UIJターンへの対応

・児童,⽣徒,教職員,保護者,地域の⼈々の意思に基づく
千曲市の教育環境（共通⽬標=ヴィジョン）の構築

-社会形成・社会参加に関する教育（シティズンシップ教育）が可能になります。
-『ポリネコ!』を活⽤することで、⾃分たちで考え、乗り越えるべき課題を⾒出し、周囲を説得し、
⾃らの環境を形成する体験を創り出すことができるようになります。

-形式的な模擬投票に終わらない主権者教育が可能になります。
-地域課題を設問化し、回答を通じて地域のことを学び、意思表⽰し、⼤⼈（議会）とのシンクロ状況を
確認することで、主権者として地域に関わる機会を実体験できます。
-次世代層が早期から地域に関わるきっかけ、気付きを提供できます。

-物理的に地域を離れても、千曲市に関わり続けることができるので、UIJターンを促進します。
-起業や就業を⾏いやすい市との関係を構築できます。

-『ポリネコ!』を活⽤することで、共通のデータやファクトに基づく、先⼊観や誤解を最⼩化しながら、
お互いに意思表⽰を⾏うことで、地域の共通⽬標を構築できます。

-この基盤は、若者を地域が応援するプラットフォームとして機能します。


